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蠅

友 の 会 新 春 交 流 会 を 開 催 ～地域包括ケアの具靴へ～

地
域

・
友
の
会
に
と

っ
て
も
大
き
な
力
に

１
月
１７
日
、
札
幌
市
手
稲
記
念
館
に
て

「友
の
会

新
春
交
流
会
」
が
行
わ
れ
、

９２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

札
幌
西

。
手
稲
健
康
友
の
会
の
高
際

一
男
会
長
は
、

「新
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
完
成
は
、
地
域

・
友
の
会
に
と
つ

て
も
大
き
な
力
に
な
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

北
海
道
勤
労
者
医
療
協
会
理
事
会
を
代
表
し
て
、

西
区
病
院
の
吉
田
真
事
務
長
は
、

「新
ク
リ

ニ
ツ
ク

で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
中
で
、
日
頃
の
健
康

管
理

・
専
門
医
療

・
入
院
そ
し
て
介
護
を
繋
ぐ
役
割

を
果
た
し
て
行
き
た
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

勤
医
協
札
幌
西
社
員
支
部
の
日
中
啓
介
副
支
部
長

は
、

２０
年
前
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
触
れ
て
、
皆

さ
ん
の
声
で
政
治
を
動
か
す
こ
と
で
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
を
設
立
で
き
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

来
賓
の
中
の
川
町
内
会
の
若
嶋
治
会
長
は
、

「と

も
に
元
気
で
笑
い
の
絶
え
な
い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
…
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

乾
杯
で
は
、
勤
医
協
西
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
の
峯

田
あ
け
み
セ
ン
タ
ー
長
が

「み
ん
な
で
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
運
動
を
大
き
く
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

「勤
医
協
西
区
ひ
だ
ま
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
発
表

歓
談
後
、
勤
医
協
札
幌
西
区
病
院
の
近
接
診
療
所

準
備
室

の
宮
本

康
弘
課
長
が
、

ス
ラ
イ
ド
を
使

い
新
ク
リ

ニ
ッ

ク
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

ク
リ

ニ
ッ
ク

名
は
、

「
ぬ
く

も
り
と
安
ら
ぎ

■1 .

新クリックの機能を紹介

を
求
め
患
者
さ
ん
が
集
ま

っ
て
く
れ
る
よ
う
な
ク
リ

ニ
ッ
ク

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

「勤
医
協
西
区
ひ
だ
ま
リ
ク

リ

ニ
ッ
ク
」
と
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
友
の
会
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
踊
り
を

披
露
。
勤
医
協
に
し
く
歯
科
診
療
所
の
遠
藤
高
弘
歯
科
医
師

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
遠
藤
医
師
の
曲
の
紹

介
の
中
で
、

「戦
争
を
し
な
い
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
憲
法
は

日
本
だ
け
で
は
な
い
」
と
紹
介
さ
れ
、
改
め
て
平
和
の
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
と
参
加
者
も
う
な
づ
い
て

い
ま
し
た
。
西
区
病
院
師
長
室
の
元
気
に
な
る
妖
怪
ウ
オ
ツ

チ
体
操
。
西
区
病
院
医
局
コ
ー
ラ
ス

「上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

「戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
」
ア
ン
コ
ー
ル
の

「な
ご
り

雪
」
で
会
場
が

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

友
の
会
も
地
域
包
括
ケ
ア
の
具
体
化
が
必
要

ひ
ま
わ
り
薬
局

。
曙
在
宅
セ
ン
タ
ー

。
新
発
寒
在
宅
セ
ン

タ
ー

・
に
し
く
歯
科
の
ス
ピ
ー
チ
と
続
き
、
横
山
博
子
社
員

支
部
長
が
、

「地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
中
で
、
友
の
会
も
地

域
包
括
ケ
ア
の
具
体
化
が
必
要
」
と
閉
会
挨
拶
し
ま
し
た
。

フラダンスサークル妖怪ウオッチ体操を披露

遠藤歯科医師ピアノ演奏西区病院の医局コーラス

第!1回 ‖幌西手稲健康友の会総会
とき :3月 14日 (土 )

13:30～ 15:30
ところ :勤医協札幌西区病院 3階会議室

友の会事務局 (666-28フ 7)

札幌西・ 手稲健康友の

会の 1年間の活動の振返

りと友の会役員を決定し、

新たな年を展望する総会

を行います。

いつも、あなたのかかりつけ医に
～ 動 医協 西 区 ひ だ ま リク リニ ック (4月 BE院子 た )～
道内や西区周辺地域では高齢化率が増加 しており、認知症や高齢者

の一人暮らしも増えていくことが予想されます。医療・介護連携の重

要性が増 していく中「住み慣れた家や地域で最期まで暮らしたい」と

いう思いに寄り添 うことのできるクリニックを目指 し、地域の皆さん

の思いを健康面からかかりつけ医とし

てサポー トしていきたいと思います。

かかりつけ医とは?:あなたや家族

が、元気で安心して暮らすために、気

軽に相談して健康を守る手助けをして

くれる身近な医療機関のことです。



(2)244号 て い ね や ま 2015年 2月 1日

医療費で困つた時、相談を :

勤医協は、「経済的理由で医療費の支払いが困難

な方」を対象に「無料・低額診療制度」を実施。
「就学援助」を受けている世帯もご相談下さい。

勤医協札幌西区病院

(代表)663-5711ヘ
動医協札幌にしく歯科診療所

(代表)666-6222ヘ

ご住所 。お電話番号などを変更された方は、お手

数でも札幌西・手稲健康友の会の事務局 (011)
666-2877へ ご連絡を

お願いします。友の会新聞な

どの登録の変更をいたします。

欄議員』聰
●:ユ エ,マイ 平和の日相つヽまでも     山田 り研

元気スヘシ・ ル

相職7anっ酬饗議ョ乱

",2- 
畑 組

「いつでも元気」の購読料は、1カ 月380円 で

す。お問合せは、友の会事務局 (011)666-
2877へ ご連絡下さい。

介 護 の 不 安 を 増 大 !

入
所
待
機
者
５２
万
人

１
月
Ｈ
日
に
安
倍
政
権
は
、

「介
護
報
酬
」
の
２

・
２７
％
引

下
げ
を
決
め
ま
し
た
。

「介
護
報
酬
」
の
引
下
げ
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
だ
け
を

み
て
も
３
割
は
赤
字
経
営
で
あ

り
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

や
介
護
で
働
く
職
員
不
足
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

入
所
待
機
者
５２
万
人
を
超
え
、

看
護
師

。
介
護
福
祉
士
な
ど
の

な
り
手
も
少
な
い
状
況
で
す
。

２
０
２
５
年
問
題
を
迎
え
る

「介
護
報
酬
」
は
、
２
０
０

０
年
の
制
度
ス
タ
ー
ト
以
来
、

覗
下
げ
の
基
調
で
推
移
。

介
護
職
員
の
給
与
は
、
こ
の

間
の

「介
護
報
酬
」
の

引
下
げ
に
よ
り
、
他
産

業
と
比
較
し
て
も
約
１０

万
円
も
低
く
労
働
条
件

の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

２
０
２
５
年
問
題
を

迎
え
る
時
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
調
査

で
、

３０
万
人
の
介
護
職
員
が
足
り
な
い

と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

医
療

・
介
護
危
機

２
０
２
５
年
問
題
で
は
、
団
塊
の
世

代
が
７５
歳
以
上
に
な
り
、
認
知
症

・
一

人
暮
ら
し

，
低
年
金
の
問
題
を
併
せ
た

高
齢
者
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
だ
け
で
な
く
医
療
も
現
状
よ
り

も
削
減
す
る
現
政
権
の
や
り
方
は
、
よ

り

一
層

「医
療

・
介
護
危
機
」
を
増
し
、

地
域
再
生
ど
こ
ろ
か
雇
用
を
生
み
出
せ

ず
に
地
域
崩
壊
の
危
険
増
と
な
り
ま
す
。

<綿 100%布の協力のお願い>
入院患者さん・施設入所の利用者さんの排泄介助の際に使用する、

清拭用の布を集めています。

タオル・シーツ・ Tシャツで洗濯済みの清潔な布を受付や友の会室

にお願いします。 (古着は、ご遠慮下さい。 )

受取に伺 うことも可能です。友の会事務局

(011)666-2877

数
多
＜
のＳ
Ｏ
Ｓが
寄
せ
られ
‥

「
割

「

訓

罰
引

劃

Ｊ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
西
区
相
談
会
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る

「第
１０
回
相
談
会
」
が
行
わ
れ

て
２０
人
が
参
加
し
、
友
の
会
も

「誰
も
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
参
加
。

相
談
会
に
は
、
弁
護
士

・
司
法
書
士

・

看
護
師

。
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・

不
動
産
関
係
者
な
ど
の
相
談
員
が
集
ま
り
、

‐６
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
反
映
か
ら
年
金

・
介
護

問
題
に
関
わ
る
内
容
が
比
較
的
多
く

「受

取
る
年
金
が
、
少
な
く
こ
の
ま
ま
で
は
生

活
し
て
い
け
な
い
。
仕
事
も
年
齢
的
に
な

ぃ
」

（７０
代
男
性
）

「父
親
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
と
な
り
、
徘
徊
を
始
め

る
よ
う
に
な

っ
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
」

（
４０

代
女
性
）
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
解
決
に
向
け

て
相
談
員
が
共
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
の
第
Ｈ
回
相
談
会
は
、
６
月
頃
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

絶え間なく訪れる相談者

馨
●
爆
一
鷺

一糠

一警

一露

一澤
●
鶉

一
鷹
●
撥
・

今

月

の
行

事

予
定

【友
の
会
室
】

ふ
れ
あ
い
喫
茶

会
費
１
０
０
円

２
月
２
日
、

１６
日

（月
）
１４
時
～

ち
ぎ
り
絵
　
　
会
費
３
０
０
円

２
月
３
日

（火
）
１４
時
～

絵
手
紙

　

体
験
料
　
５
０
０
円

２
月
６
日
、

２０
日

（金
）

‐３
時
半
～

綿
ぼ
う
し
の
会

２
月
２６
日

（木
）

★
車
イ
ス
清
掃

・
布
切
り

‐２
時
半
～

布
切
り

毎
週
水
曜
日

１３
時
～

囲
碁２

月
５
日
、

１９
日

（本
）
１３
時
～

【
西
区
病
院
３
階
大
会
議
室
】

ふ
ま
ね

っ
と

２
月
４
日
、

１８
日
（水
）
１０
時
～

会
費

　
一
回
　
１
０
０
円

フ
ラ
ダ

ン
ス

２
月
１８
日
（水
）
１４
時
～

（３
Ｆ
小
会
議
室
）

２５
日
（水
）
１３
時
半
～

（３
Ｆ
小
会
議
室
）

会
費
１
，
５
０
０
円

【新
発
寒
在
宅
た
ん
ね
の
里
】
　

一

布
切
り
（た
ん
ね
の
里
）

２
月
１２
日

（本
）
１３
時
半
～

ふ
れ
あ
い
喫
茶
（た
ん
ね
の
里
）

２
月
１９
日

（本
）
１３
時
半
～
　
　
・

会
費
１
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
・

【今
月
の
お
食
事
会
】
　
　
　
　
．

＊
あ
け
ぽ
の
ふ
れ
あ
い
お
食
事
会

２
月
１３
日
（金
）
ｎ
時
～

手
稲
曙
在
宅
セ
ン
タ
ー

＊
西
区
い
き
い
き
お
食
事
会
　
　
　
一

２
月
２‐
日
（土
）
ｎ
時
～

（
一
人
暮
ら
し
の
７０
歳
以
上
の
方
〉

三
浦
ク
リ
モ
〃
／

お
申
込
み
は
事
務
局

鷲£
顧
“『
叙
話
羊
斗
碁
豪


